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二十歳の新出発二十歳の新出発



今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2024年 2月広報とうやこ　2024年 2月 2
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イベントカレンダー23

消防だより20

世界へ発信！２つのユネスコ遺産22

さわやかだより
令和６年４月から高齢者肺炎球菌ワクチンの
対象年齢が変わります

18

あぶた福祉会21

男 ………………………… 3,720人
女 ………………………… 4,347人
計 ………………………… 8,067人
世帯 …………………… 4,770世帯

（－ 10）
（－ 7）
（－ 17）
（－ 4）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 12 月 31 日現在＞

とうやこ

木津谷秋斗ちゃん                  
康介さん・結花さん

９月 24 日生　入１区

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

14

ワンポイント手話

３ pickup news
令和５年度洞爺湖町二十歳のつどい

9 令和５年度多面的機能支払交付金
事業の活動事例紹介

まちのわだい12

6 令和５年度全国学力・学習状況
調査の結果概要

　洞爺湖町二十歳のつど
いが 1 月７日（日）、洞爺
湖町役場防災研修ホール
で開催され、29 人が新た
な門出を迎えました。

－関連記事ｐ３－

24 spotlight

東奔西走／今月のワンショット

とうや湖観光大使
音楽ユニット　ueru

みんなで目指そう！洞爺湖町の脱炭素社会10

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.69

19

4 映画「しあわせのパン」上映会
「一月の声に歓びを刻め」試写会

兜森　星李ちゃん                  
　　  （せり）

祐介さん・彩夏さん
11 月７日生　温４区

稲垣　竣真ちゃん   
　　     

佑亮さん・美菜さん
11 月 24 日生　虻５区

平塚　恋叶ちゃん      
　　 （うか）

匠さん・花恋さん
11 月 15 日生　虻５区

令和６年能登半島地震
義援金募集のお知らせ
町では、令和６年能登半島地震の被災地支援とし
て災害義援金を募集しております。
住民の皆さんの幅広いご協力をお願いいたします。
詳細は16㌻のお知らせをご覧ください。

■問合せ 総務課自治防災室
　　　　　(74－3000)

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 60 回目は産業振興課石丸寧音です。
■問合せ　健康福祉課福祉支援係（☎
76-4006）

出発

開いた左の手のひらに指先を前に向けた右手を置いて、シュッと右
手だけを前に出します。

手話
ワンポイントワンポイント

令
和
５
年
度
洞
爺
湖
町
二
十

歳
の
つ
ど
い
が
、
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
二
十
歳

を
迎
え
た
43
人
の
う
ち
29
人
が
出

席
。
式
辞
を
述
べ
た
下
道
町
長
は

「
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
し
、
郷
土
愛
を
も
っ
て

前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
誓
い
で
は
、
代
表
の

岡
本
寛
さ
ん
が
「
社
会
人
の
責
任

と
自
覚
を
も
っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
と
の
記
念
撮
影
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

令和５年度
洞爺湖町二十歳のつどい笑顔の門出



しあわせの物語をもういちど
映画「しあわせのパン」上映会
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洞
爺
湖
な
ど
を
舞
台
に
し
た
映

画
「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」
の

上
映
会
が
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」は
、
原
田

知
世
さ
ん
演
じ
る「
り
え
さ
ん
」、

大
泉
洋
さ
ん
演
じ
る「
水
縞
く
ん
」

が
、
月
浦
で
始
め
た
パ
ン
カ
フ
ェ

「
マ
ー
ニ
」に
日
々
訪
れ
る
様
々
な

客
と
心
の
中
の「
し
あ
わ
せ
」を
見

つ
け
る
物
語
。
映
画
公
開
か
ら
12

年
を
迎
え
、
町
民
に
洞
爺
湖
の
美

し
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

上
映
会
に
合
せ
て
映
画
の
世
界
観

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ラ
ム
ヤ

ー
ト（
洞
爺
）や
山
岳
喫
茶（
洞
爺
湖

温
泉
）、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
コ
ロ

ン（
札
幌
）が
出
店
す
る「
パ
ン
と
コ

ー
ヒ
ー
の
し
あ
わ
せ
マ
ル
シ
ェ
」
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
パ
ン
と
コ
ー
ヒ

ー
を
味
わ
い
な
が
ら
映
画
の
ほ
っ
こ

り
と
し
た
世
界
観
に
浸
り
ま
し
た
。

上
映
後
は
企
画
し
た
伊
藤
亜
由

美
さ
ん
、
と
う
や
湖
観
光
大
使
も

務
め
る
監
督
の
三
島
有
紀
子
さ
ん
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当
し
た
森
谷

雄
さ
ん
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
岩

浪
泰
幸
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
三
島
監
督
は「
洞
爺
湖
の

自
然
や
食
材
、
そ
し
て
町
民
の
皆

さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
出
来
な
か
っ

た
作
品
。
ぜ
ひ
こ
の
映
画
を
見
て
、

ご
自
身
の
心
の
中
の『
し
あ
わ
せ
』

と
は
何
か
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
」と
語
り
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
終
わ
り
に
は

原
田
知
世
さ
ん
、
大
泉
洋
さ
ん
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
再
生

さ
れ
、
参
加
者
は
笑
顔
で
二
人
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ビデオメッセージの内容

原田知世さん

「月浦は他の場所とは時の流れが違ってい

て、とても静かでした。映画を見てくれた

人の心が和らいでくれると嬉しいです。」

大泉洋さん

「幸せな時間が流れていて、心が穏やかに

なる撮影でした。改めてみると10年前とは

また違う感覚で楽しめると思います。」

1

4

2

1．上映会を楽しんだ観客　2．撮影を振り返る
三島監督　3．作品について語る伊藤さん　4．
パンとコーヒーのしあわせマルシェ

3



三
島
有
紀
子
監
督
の
最
新
作

「
一
月
の
声
に
歓
び
を
刻

め
」
の
試
写
会
が
、
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
作
は
前
田
敦
子
さ
ん
、
カ
ル

ー
セ
ル
麻
紀
さ
ん
、
哀
川
翔
さ
ん

ら
が
出
演
。「
心
の
傷
と
罪
の
意

識
」
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
を
、

生
き
方
も
立
場
も
異
な
る
３
者
の

視
点
か
ら
見
つ
め
ま
し
た
。ま
た
、

町
出
身
の
若
手
俳
優
、
坂
東
龍
汰

さ
ん
も
出
演
。
前
田
敦
子
さ
ん
演

じ
る
「
れ
い
こ
」
が
自
ら
の
心
の

傷
に
つ
い
て
語
る
重
要
な
シ
ー
ン

な
ど
で
繊
細
な
演
技
を
見
せ
ま
し

た
。

　

試
写
会
に
は
町
内
外
か
ら

２
５
０
人
以
上
が
来
場
し
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
視
線
を
注
ぎ
ま
し
た
。

ロ
ケ
地
に
は
雪
に
覆
わ
れ
た
冬
の

© bouquet garni films

広報とうやこ　2024年 2月広報とうやこ　2024年 2月５

作品情報

「一月の声に歓びを刻め」

出演：前田敦子、カルーセル麻紀　哀川翔、坂

東龍汰、片岡礼子、宇野祥平、原田龍二、松本

妃代、とよた真帆

脚本・監督：三島有紀子

公開日：２月９日（金）テアトル新宿ほか全国公開

上映館：ディノスシネマズ室蘭・苫小牧、札幌

シネマフロンティアほか

洞
爺
湖
が
使
わ
れ
、
中
島
や
洞
爺

湖
温
泉
地
区
の
桟
橋
な
ど
町
民
に

は
お
な
じ
み
の
景
色
も
登
場
し
ま

し
た
。

　

上
映
後
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、

三
島
監
督
と
カ
ル
ー
セ
ル
麻
紀
さ

ん
が
登
場
。
カ
ル
ー
セ
ル
麻
紀
さ

ん
は
、
厳
し
い
寒
さ
に
見
舞
わ
れ

た
洞
爺
湖
で
の
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語
り
「
三
島
監
督
が
な
ん
て
美

し
い
景
色
を
撮
っ
て
く
れ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
暖
か

い
時
に
や
り
た
い
で
す
ね
」
と
会

場
を
笑
わ
せ
ま
し
た
。

　
坂
東
龍
汰
さ
ん
も
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
「
洞
爺
湖
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
全
然
違
う

洞
爺
湖
を
見
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
語
り
ま
し
た
。

三島有紀子監督最新作

「一月の声に歓びを刻め」試写会

▲撮影中の思い出を語るカルーセル麻紀さん



小 学 校 年　度 国　語 算　数

全　国
（公　立）

令和５年度 67.2 62.5

令和４年度 65.6 63.2

北 海 道
（公　立）

令和５年度 66 61

令和４年度 64 61

洞爺湖町
令和５年度 63 59

令和４年度 55 53

広報とうやこ　2024年２月広報とうやこ　2024年２月 ６

■表の見方　平均正答率は各平均正答数を設問数で割った値の百分率
　　　　　　※印は平成31年度のデータ

■問合せ■問合せ　教育委員会教育推進課（☎ 74-3009）教育委員会教育推進課（☎ 74-3009）

中 学 校 年　度 国　語 数　学 英　語

全　国
（公　立）

令和５年度 69.8 51.0 45.6

令和４年度 69.3 51.4 56.0

北 海 道
（公　立）

令和５年度 69 49 44

令和４年度 69 49 54

洞爺湖町
令和５年度 69 48 39

令和４年度 59 33 48

各教科の平均正答率

令

①授業改善の視点や家
庭学習の充実に向けた
取組を示した学力向上
指標「スタンダード５」
による町内共通の取組
の徹底

③学校外における町営
の家庭学習補充事業等
（地域未来塾など）の取
組の推進

洞爺湖町の学力向上策洞爺湖町の学力向上策

全国学力・学習状況調査の結果概要
令和５年度

～洞爺湖町の子どもたちの学力向上を目指して～

　　和５年度全国学力・学習状況調査の結果を
　　お知らせします。調査は、全国の小学６年
生と中学３年生を対象に行われました。洞爺湖
町でも小学校３校（28 名）、中学校２校（41 名）
の全５校が参加し、国語、算数・数学、英語（中
学校）の学力調査と生活・学習習慣に関する児
童・生徒質問紙調査、学習指導に関する学校質
問紙調査を行いました。

　学力調査の結果（平均正答率）は下記の表の
とおりです。また、レーダーチャート ( 円形の
グラフ ) で学力の概要、児童・生徒質問紙調査、
学校質問紙調査の特徴的内容、さらに当町の学
力向上対策の概要もお伝えします。また、町の
ホームページでは２月中旬以降、この内容に加
え、児童・生徒質問紙調査、学校質問紙調査の
全てを掲載する予定です。

② ICT 端末の授業での
効果的な活用や持ち帰
りなど、日常的な活用
に向けた取組の推進

※

※

※



　小学校の結果
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　児童への質問
１．【国語】登場人物の人物像や物語の全体像を具体的
に想像し、表現の効果を考えて読むことができるよう
な指導を行った

　教育委員会の分析
　質問１のような指導を行ったことにより、
児童が物語を読むときに、登場人物の性格や特
徴、物語全体を具体的にイメージし、どのよう
な表現で描かれているのかに着目するようにな
り、国語の「読むこと」の領域で平均正答率が
全国に最も近づいたと考えられます。
　また、質問３のような授業を行ったことによ
り、児童が算数の授業で学んだことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思うようになると
ともに、算数の「データの活用」の領域で平均
正答率が全国及び全道を上回ったと考えられま
す。

教科の領域別に全国を 100とした場合の全道と洞爺湖町の状況
をレーダーチャートで示したものです。
（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）

よく行った どちらかといえば、行った 全く行わなかったあまり行わなかった
0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 66.7

35.7

26.8

33.3

59.0

65.3

5.2

7.8

0.1

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（書くこと）

洞爺湖町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

算数（数と計算）

算数（図形） 国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

算数（変化と関係）

算数（データの活用）

国語（読むこと）

国語（情報の扱い方
に関する事項）

90

92

94

96

98

100

全国全道洞爺湖町

98.6 96.8
100.0

40

41

42

43

44

45

全国全道洞爺湖町

43.1 43.644.1

70

75

80

全国全道洞爺湖町

73.7 73.0

79.4

２．【国語】物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、
物語全体を具体的にイメージし、どのような表現で描
かれているのかに着目している

３．【算数】実生活における事象とその関連を図った授
業を行った

４．【算数】算数の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思う
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　生徒への質問

70

80

90

全国全道洞爺湖町

77.3 77.2

87.8

　教育委員会の分析
　質問１のような指導を行ったことにより、生
徒が文学的な文章を読み、場面の展開や登場人
物の心情の変化などについて、描写を基に捉え
るようになり、国語の「読むこと」の領域で平
均正答率が全国及び全道を上回ったと考えられ

ます。
　また、質問３のように工夫したことにより、生
徒が数学の授業の内容がよく分かるようになる
とともに、数学の「数と式」の領域で平均正答
率が全国及び全道を上回ったと考えられます。

　中学校の結果
教科の領域別に全国を 100とした場合の全道と洞爺湖町の状況
をレーダーチャートで示したものです。
（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）

70

75

80

85

全国全道洞爺湖町

80.4
71.3 73.3

90

95

100

全国全道洞爺湖町

100.0
97.7 97.6

50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0
110.0
120.0 国語（書くこと）

洞爺湖町内中学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（我が国の言語
文化に関する事項）

数学（数と式）

国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

数学（図形）

数学（関数）

国語（読むこと）

国語（情報の扱い方
に関する事項）数学（データの活用）

英語（聞くこと）

英語（読むこと）

英語（書くこと）

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

0.7

1.2

100.0

58.2

54.2

40.8

44.3

よく行った どちらかといえば、行った 全く行わなかったあまり行わなかった

0.1

0.4
１．【国語】文学的な文章を読み、
場面の展開や登場人物の心情の変化
などについて、描写を基に捉えるこ
とができるような指導を行った

２．【国語】文学的な文章を読み、場
面の展開や登場人物の心情の変化な
どについて、描写を基に捉えている

３．【数学】公式やきまりなどを指
導するとき、生徒がその根拠を理解
できるように工夫した

４．【数学】数学の授業の内容はよ
く分かる
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農
地
や
農
業
用
水
な
ど
は
、
安

全
で
安
心
な
食
料
生
産
を
支
え
る

生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
・
環
境
・
生
態
系
の

保
全
な
ど
多
面
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
地
域
の
大
切
な
資
源
で
す

が
、
多
く
の
集
落
で
過
疎
化
や
高

齢
化
が
進
行
し
、
資
源
を
守
る
地

域
の
ま
と
ま
り
が
弱
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
住
民
、
自
治
会
、
関

係
団
体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る

活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま

で
の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
施
設

を
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き
め
細

や
か
な
手
入
れ
や
農
村
の
自
然
や

景
観
な
ど
を
守
る
、
地
域
共
同
活

動
の
促
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
事
業
開
始
か
ら
今
年
度
で
９
年

目
を
迎
え
、
総
勢
１
０
０
名
を
超

え
る
構
成
員
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
の
制
限

を
終
え
、
各
活
動
組
織
に
お
い
て

協
議
・
検
討
を
重
ね
た
活
動
計
画

に
基
づ
い
た
環
境
整
備
や
有
害
鳥

獣
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度  

多
面
的
機
能

　
　
支
払
交
付
金
事
業
の
活
動
事
例
紹
介

写真の見方
①活動組織名
②活動事例

■
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
の
問
合

せ　

経
済
部
農
業

振
興
課
（
☎
82
―

５
１
１
１
）

①５活動組織共通①５活動組織共通
②活動組織共同研修②活動組織共同研修

①香川地区資源保全組合①香川地区資源保全組合
②花壇への植栽活動②花壇への植栽活動

①大原地区環境保全会①大原地区環境保全会
②植栽による景観形成活動②植栽による景観形成活動

①財田・川東地域資源保全組合①財田・川東地域資源保全組合
②用水路の保全活動②用水路の保全活動

①香川地区資源保全組合①香川地区資源保全組合
②施設周辺の環境保全活動②施設周辺の環境保全活動

①花和地区環境保全会①花和地区環境保全会
②農用地周辺の環境保全活動②農用地周辺の環境保全活動

①成香地域資源保全組合①成香地域資源保全組合
②有害鳥獣被害対策の研修②有害鳥獣被害対策の研修

①花和地区環境保全会①花和地区環境保全会
②耕作道周辺の雑木伐採②耕作道周辺の雑木伐採



家計消費
約６割

住居 18％

移動 11％

食 11％

消費財 8％
レジャー 6％

サービス 5％

政府消費 11％

固定資本形成
（公的）6％

固定資本形成
（民間）20％

その他 4％

第３回のテーマは
「脱炭素へ向けて一人ひとりができること」です！

地 球温暖化は、気候変動を引き起こし、氷河の融解や
海面水位の上昇、洪水や干ばつ、陸上や海の生態系

への影響、食料生産や健康など人間への影響を及ぼす全世
界共通の課題です。
　この課題を解決するため、日本では脱炭素社会の実現、
すなわち2050年までに温室効果ガスの排出を全体として
ゼロにする「2050年カーボンニュートラル」を目指すこ
ととしており、洞爺湖町も同様に「ゼロカーボンシティ」
へ挑戦することを令和５年１月に表明しました。

みんなで目指そう！みんなで目指そう！
洞爺湖町の脱炭素社会洞爺湖町の脱炭素社会

■問合せ　産業振興課ゼロカーボン推進係（☎74-3005）

ゼロカーボンシティに向けた挑戦

ゼロカーボンアクション30

環 境省のＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ（クールチョイス）
ウェブサイトによると、衣・食・住・移動など、私

たちが普段の生活の中で消費する製品・サービスのライフ
サイクル (製造、流通、使用、廃棄などの各段階)において
生ずる温室効果ガスが、我が国の二酸化炭素排出量の約６
割を占めています。
　また、全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイ
トによると、家庭からの二酸化炭素排出量の用途別内訳は

「照明・家電製品などから」が 32.1％と最も多く、次いで「自
動車から」が 24.3％、「暖房から」が 15.6％、「給湯から」
が14.5％となっています。
　私たちが生活の中でちょっとした工夫をしながら、無駄
をなくし、環境負荷の低い製品・サービスを選択すること
で、こうしたライフスタイルに起因する二酸化炭素削減に
大きく貢献できます。
　環境省では、日常生活における脱炭素行動と暮らしにお
けるメリットを「ゼロカーボンアクション30」として整
理しています。
　地球環境の未来を守るため、できるところから取り組ん
でみましょう！

用途別内訳

2021年度

家庭からの
二酸化炭素排出量

約 　　　　　［kgCO₂／世帯］3,730

暖房から

15.6％
冷房から

2.2％

給湯から

14.5％

キッチンから

5.6％
照明・家電製品などから

32.1％

自動車から

24.3％

ゴミから

4.0％

水道から

1.7％

ひとりひとりができること
ゼロカーボンアクション30の紹介

脱炭素社会の実現には、一人ひとりのライフスタ
イルの転換が重要です。できることから取り組み
ましょう。詳細は環境省のホームペー
ジで紹介しています。

▶環境省ＨＰ

出典：温室効果ガスインベントリオフィス
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次回のテーマも引き続き「家庭でできる地球温暖化次回のテーマも引き続き「家庭でできる地球温暖化
対策」についてです対策」についてです

次回に続く！

第４回のテーマは「家庭でできる地球温暖化対策」です！
今回から３回にわたり、家庭（個人）でできる取組の一部を紹介します。

CO2削減量　約33㎏／年
節約金額　　 約1800円
最近は温暖化の影響でエアコンを設置している家庭も
増えたきたと思いますが、スイッチを入れる前にいつ
もより冷房は高く、暖房は低く温度を設定しましょう。

CO2削減量　約７㎏／年
節約金額　　 約4200円
残り湯を洗濯や庭の水やりに利用したりすれば省エネ
にもなります。

CO2削減量　約69㎏／年
節約金額　　 約7100円
体を洗っている間、お湯の流しっぱなしを止めれば１
分の節約はすぐに達成できます。

CO2削減量　約114㎏／年
節約金額　　 約5300円
テレビやビデオなどの主電源を切り、長時間使用しな
い場合はコンセントを抜きましょう。
また、ジャーやポットの保温も多くの電気を消耗しま
す。ごはんはレンジで温め直す方がお得です。

CO2削減量　約14㎏／年
節約金額　　 約800円
ながらテレビを止め、見たい番組を選びましょう。
食事中にテレビを消せばごはんもおいしく食べられます。

CO2削減量　約238㎏／年
節約金額　　 約800円
家族で過ごす時間を増やし、コミュニケーションをさら
に増やしましょう。家族の絆が深まり、一石二鳥です。

１ ２

６５

４３

冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を
１℃低く設定しましょう

お風呂の残り湯を洗濯に利用
しましょう

シャワーを１日１分家族みんなで
減らしましょう

待機電力を50％削減しましょう
ジャーなどの保温も止めましょう

テレビを見る時間を１日１時間
減らしましょう

家族で団らんし、利用しない部屋の
暖房と照明を２割減らしましょう
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のわだい
まち
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部活動を取り巻く現状と将来について学んだ講演会部活動を取り巻く現状と将来について学んだ講演会

地
域
住
民
同
士
の
交
流
を
目
的

と
し
た
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
（
洞
爺
湖
町
体
育
振
興
連
絡
会
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
リ
ー
グ
戦

を
行
い
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
は
息
を

合
わ
せ
て
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
勝
利

を
目
指
し
ま
し
た
。
大
会
の
後
は
互

い
の
プ
レ
ー
を
た
た
え
合
い
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
洞
爺
地
区
か
ら
出

場
し
た
「
あ
ん
ぱ
ん
」
が
優
勝
し
ま

し
た
。

部活の将来を考える
中学校部活動講演会

ミニバレーで交流を深めた参加者ミニバレーで交流を深めた参加者

白熱のラリーを展開
町民ミニバレー大会

12
4

中
学
校
の
部
活
動
の
在
り
方
を

考
え
る
講
演
会
が
、
虻
田
・

洞
爺
の
両
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
部
活
動
か
ら
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
へ
」を
テ
ー
マ
と
し
、
公
益
財

団
法
人
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ク

ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
熊
耳
雅
美
氏

を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。
生
徒
の
減

少
な
ど
で
学
校
単
独
の
部
活
運
営
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
説
明
さ

れ
、
参
加
者
は
従
来

の
部
活
に
代
わ
る
活

動
に
つ
い
て
全
国
の

事
例
を
学
び
ま
し
た
。

協定書に署名する田辺代表取締役社長（左）協定書に署名する田辺代表取締役社長（左）

電
機
大
手
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
グ
ル
ー
プ

で
車
載
商
品
の
設
計
・
開
発

を
行
う
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
I
T
S
（
田
辺

孝
由
樹
代
表
取
締
役
社
長
）
と
町
が

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決

に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
最
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
低
額
化
に
よ

り
住
民
や
観
光
客
の
利
用
促
進
、
利

便
性
向
上
を
図
る「
観
光
M
a
a
Ｓ

（
マ
ー
ス
）」
の
実
用
化
を
目
指
し
ま

す
。

地域課題解決に向けて
パナソニックＩＴＳと協定締結30

11

町
の
清
掃
活
動
に
尽
力
し
た
荒

井
建
設
（
旭
川
市
、
荒
井
克

典
取
締
役
社
長
）
に
、
町
が
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
、

西
山
火
口
や
本
町
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
、
町
内
の
景
観
保
全

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、三
國
吉
典
札
幌
支
店
長
、

高
畠
信
一
次
長
、
佐
藤
慎
一
函
館
営

業
所
長
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
下

道
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た

三
國
支
店
長
は
「
地
域
に
貢
献
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

地域の美観維持に貢献
荒井建設に感謝状贈呈

12
１

感謝状を受け取る三國札幌支店長（右）感謝状を受け取る三國札幌支店長（右）

11
20・29

▶
講
演
会
動
画
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　

Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
点
灯
式
に
は
、
町
内
の
小
学
生

な
ど
が
出
席
。
一
斉
に
ス
イ
ッ
チ
を

押
す
と
、
駅
舎
前
面
に
設
置
さ
れ
た

約
１
万
５
千
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
光

り
輝
き
、
集
ま
っ
た
人
か
ら
歓
声
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
点
灯
式
で
は
、
洞
爺
地
区
在
住
の

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
齋
藤
真
知
亜
さ

ん
と
律
子
さ
ん
の
夫
婦
に
よ
る
演
奏

も
あ
り
、
会
場
に
花
を
添
え
ま
し

た
。
点
灯
は
２
月
29
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

入
江
４
区
自
治
会
（
佐
藤
義
昭

会
長
）
が
、
地
域
の
夜
回
り

を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
場
の
火
災
予
防
や
防
犯
を
周
知

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
同
自
治
会

の
恒
例
行
事
で
、
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
複
数
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
自
治
会
員
は
、
拍
子
木

を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
地
域
を
巡

回
。
冬
の
夜
の
厳
し
い
寒
さ
に
も
関

わ
ら
ず
、
火
の
取
り
扱
い
や
戸
締
り

な
ど
の
注
意
を
懸
命
に
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

冬は火元にご用心
入江４区自治会が夜回り

12

財
田
米
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
学

ぶ
「
ご
は
ん
の
お
と
も
講
習
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
洞
爺
湖
温
泉
で

和
食
店
「
湖
の
膳
舎
な
か
む
ら
」
を

営
む
中
村
悠
佑
さ
ん
と
美
佳
さ
ん
の

夫
婦
が
、
土
鍋
の
使
い
方
や
ご
は
ん
に

合
う
お
か
ず
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

悠
佑
さ
ん
は
料
理
を
作
り
な
が
ら

「
財
田
米
は
ツ
ヤ
、
味
、
香
り
が
と

て
も
良
い
で
す
」
と
魅
力
を
語
り
ま

し
た
。
試
食
し
た
フ
ー
ド
ラ
イ
タ
ー

の
小
西
由
稀
さ
ん
は
「
地
元
に
愛
さ

れ
る
お
米
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

財田米の味を引き出そう
ごはんのおとも講習会

12
10

今季の点灯が始まった洞爺駅イルミネーション今季の点灯が始まった洞爺駅イルミネーション 財田米のおいしい食べ方を学んだ講習会財田米のおいしい食べ方を学んだ講習会

いつもの駅がライトアップ
洞爺駅イルミ点灯

12
11

拍子木を鳴らして「火の用心」を呼びかける参加者拍子木を鳴らして「火の用心」を呼びかける参加者

５

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通

し
て
町
に
１
０
０
万
円
を
寄
付

し
た
不
動
産
業
の
ア
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

に
町
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
制
度
は
、
企
業
が
本
社
所
在
地

以
外
の
自
治
体
に
寄
付
す
る
と
法
人

税
な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
。
同
社

は
入
江
地
区
に
洞
爺
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
て
お
り
、
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
推
進
を
応
援
す
る
思
い
か
ら
寄

付
を
行
い
ま
し
た
。

　
下
道
町
長
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施

策
の
た
め
の
関
連
事
業
に
活
用
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

５
12 企業版ふるさと納税

アットシステムが100万円寄付

感謝状を受け取る鈴木智也常務取締役（右）感謝状を受け取る鈴木智也常務取締役（右）
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暮
ら
し お知らせ

information

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
時
間
が
な
い

と
い
う
人
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と

に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早

割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得

で
す
。

　

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
申
込
み
締
切
日
は
毎
年

２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
込
み
の
と
き
は
、
年
金
事
務

所
や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し

て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
０
１
４
３

－

50

－
３
０
０
４
）
／
住
民
税

務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係（
☎
74

－
３
０
０
２
）

　
通
販
サ
イ
ト
の
利
用
に
関
し
た

苦
情
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
販
サ

イ
ト
の
利
用
の
際
は
事
前
に
販
売

業
者
の
所
在
地
、
連
絡
先
、
販
売

責
任
者
名
な
ど
の
情
報
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

悪
質
な
通
販
サ
イ
ト

に
注
意

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
遭
難

の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

冬
山
は
常
に
危
険
が
潜
ん
で
い

ま
す
。
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て

登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食
料
、

携
帯
電
話
を
準
備
し
、
撤
退
す
る

勇
気
も
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
普
及
啓
発
強
化

政
府
は
、
２
月
１
日
～
３
月
18

日
を
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

間
」
と
し
、
道
警
で
も
広
報
啓
発

福
祉
灯
油
の
申
請
は

２
月
末
ま
で
で
す

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
に

対
し
、
生
活
の
一
助
と
し
て
行
っ

て
い
る
福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
の

申
請
は
２
月
29
日
（
木
）
ま
で
で

す
。
申
請
は
洞
爺
湖
町
役
場
介
護

高
齢
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
、
洞

爺
総
合
支
所
庶
務
課
の
各
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

助
成
が
決
定
し
た
世
帯
に
は

「
福
祉
灯
油
購
入
助
成
券
」
を
郵

送
し
ま
す
が
、
助
成
決
定
か
ら
交

付
ま
で
１
～
２
週
間
か
か
り
ま

す
。

　
詳
し
い
助
成
の
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
介
護
高
齢
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

（
☎
74

－

３
０
０
１
）

　
悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
場
合
は

カ
ー
ド
会
社
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
銀
行
振
込
な
ど
の
前
払
い
の

場
合
、
役
場
産
業
振
興
課
窓
口
や

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
、
振

込
先
の
金
融
機
関
に
口
座
凍
結
を

申
し
出
ま
し
ょ
う
。
振
込
詐
欺
救

助
法
に
よ
り
、
支
払
っ
た
お
金
の

一
部
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
出
典
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
情

報
第
１
３
５
号

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水
産

・
商
工
係
（
☎
74

－

3
0
0
5
）

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド

を
管
理
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

伊
達
警
察
署
（
☎
22

－

0
1
1
0
）

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ
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お知らせ

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
働

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で

住
居
が
変
わ
っ
た
際
は
運
輸
支
局

で
変
更
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
次

の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

が
必
要
で
す
。

１
.住
所
が
変
わ
っ
た

２
.自
動
車
を
売
買
し
た

３
.自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た

　
令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け

す
る
た
め
に
３
月
中
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
変
更
登
録
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
道
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
納
税
通
知
書
の
送

付
先
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部
（
☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
自

宅
な
ど
で
申
告
手
続
が
完
了
す
る

「
e

－

T
a
x
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ

ば
申
告
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
税

務
署
（
☎
0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
な

ど
の
支
給
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労
働

局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
災

補
償
課
（
☎
０
１
１

－
７
０
９

－

２
３
１
１
）

こととううやや No.35
　石川県能登半島で１月１日 (月 )、最大震度７の揺
れを観測する地震が発生し、地震や津波により多くの
死者・行方不明者、建物の倒壊・火災による焼失な
ど甚大な被害をもたらしました。
　この地震により、北海道の日本海側および太平洋
側の沿岸地域に津波注意報が発表されましたが、津
波による被害はありませんでした。

地震・津波から身を守る地震・津波から身を守る
　私たちの住む日本は、「地震大国」と呼ばれるほど
地震の多い国として知られており、次の巨大地震が
突然起きても不思議なことではありません。
　地震や津波から身を守るためには、「自らの命は自
ら守る」という意識を持ち、適切な避難行動がとれ
るよう日頃から備えておきましょう。

■日頃から備えておくこと
　・慌てず行動できるように家族と日頃の備えについて話し合う
　・防災訓練や防災に関するイベントに積極的に参加する
　・家具などの転倒防止、家の耐震対策など安全を確保しておく
　・ハザードマップで危険個所や避難場所を確認しておく
　・非常用品の備えを万全にしておく
■大きな地震が発生した場合
　・落ち着いて身の安全を確保する
　・慌てずに火の始末をする
　・すみやかに安全な場所へ避難する
　・スマホやラジオなどで正確な情報を入手する

行
　
政

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
第
９
期
洞
爺
湖
町
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間　
２
月
26
日（
月
）必

着■
資
料
の
閲
覧
・
配
布
場
所　
資

料
は
洞
爺
湖
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

記
載
し
て
お
り
、
ま
た
以
下
の
場

所
で
も
閲
覧・配
布
し
て
い
ま
す
。

・
洞
爺
湖
町
役
場
介
護
高
齢
課
、

洞
爺
総
合
支
所
、
洞
爺
湖
温
泉
支

所
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や

か■
提
出
先

メ
ー
ル

kaigo
@

tow
n

.
toyako.hokkaido.jp

郵　
送　
〒
０
４
９

－

５
６
９
２

洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
介
護
高
齢

課
宛
て

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
２

－

74

－

２
１
２
１

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課（
☎
74

－

３
０
０
１
）



洞爺湖町文化団体協議会創立60周年記念事業

第39回
洞爺湖町 ふれ合う心の文化広場

３月10日(日)　正午 開演
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■無料バスの案内
▶洞爺地区
財田集会所(10：40)→洞爺総合センター（10：45）→大原ふるさと
館（10：55）→香川コミュニティーセンター（11：00）→成香愛郷の
家（11：05）→洞爺湖温泉小学校（11：20）→齋藤設備前（11：30）
▶虻田地区
洞爺湖町役場前(11：00)→洞爺駅（11：05）→高砂バス停（11：08）→
Ａ＆Ｙ２号店（11：10）→いちばんぼし（11：13）→虻田高校前（11
：20）

■場　所　洞爺湖文化センター
■入場料　300 円（一部を能登半島地震災害に
寄付させていただきます）
■第１部
洞爺湖町文化団体協議会加盟団体他によるステージ
■第２部
津軽三味線特別公演（出演：高橋竹山）

■問合せ　社会教育課（☎74-3010）

　洞爺湖町では、１月１日に発生した令和６年能登半島地震の被災地への支援として、石川県などの自治体へ
の災害義援金、物資提供、被災地から避難される方への町営住宅の提供や就労の支援を実施しています。
　このほかにも災害義援金の募金箱を役場庁舎などに設置し、広く支援を募っています。
　住民の皆さんのご協力をお願いします。

令和６年能登半島地震　災害義援金の募集令和６年能登半島地震　災害義援金の募集

■災害義援金　募金箱設置箇所
　洞爺湖温泉観光協会、洞爺湖町商工会本所、虻田郵便局、
洞爺温泉郵便局、洞爺郵便局、ＪＡとうや湖本所・金融・Ａマー
ト、いぶり噴火湾漁業協同組合本所、伊達信用金庫虻田支店・
洞爺温泉支店、ウロコ虻田店、とうや水の駅、道の駅あぷた、
道の駅とうや湖
※町内の事業所への設置も予定しています
■問い合わせ：総務課自治防災室（☎74－3000） 各所に設置される募金箱各所に設置される募金箱

募
　
集

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
第
８
回
自
衛
官
候

補
生

■
資　
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

■
受
付
期
間　

２
月
12
日（
月
）

～
22
日（
木
）

■
試
験
日　
３
月
３
日（
日
）

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

　
東
京
あ
ぶ
た・と
う
や
湖
会
は
、

ふ
る
さ
と
を
想
う
首
都
圏
在
住
の

虻
田
町
出
身
者
に
よ
り
、
昭
和
51

年
に
設
立
さ
れ
た
会
で
す
。
年
に

一
度
、
11
～
12
月
に
都
内
で
交
流

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
洞
爺
湖

町
民
で
、
東
京
あ
ぶ
た
・
と
う
や

湖
会
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
係
（
☎

74

－

３
０
０
０
）

東
京
あ
ぶ
た
・
と
う
や

湖
会
の
お
知
ら
せ



　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日　
時

２
月
17
日（
土
）、３

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

広報とうやこ　2024年２月広報とうやこ　2024年２月17

お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故下　俊男さん
■12月14日死去■77歳■遺族は美木子さん■入４区

故可香タサさん
■12月17日死去■99歳■遺族は衛さん■入１区

12月20日から１月19日届出分

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
４
人
か
ら
計
60
万
円
▽

森
克
代
さ
ん
は
１
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
北
島
建
設
㈱
▽
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

ラ
苫
小
牧
㈱
伊
達
店
▽
岩
倉
三
紀

さ
ん
（
虻
４
区
）
▽
高
田
生
子
さ

ん
（
虻
６
区
）
▽
ふ
る
さ
と
の
丘

総
合
福
祉
館

故髙橋ヨリ子さん
■12月20日死去■85歳■遺族は末吾さん■成香

故高橋道さん
■12月19日死去■89歳■遺族は哲也さん■洞第一

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に

向
け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

故杉上英勝さん
■12月18日死去■82歳■遺族はモト子さん■美沢東

軒
下
の
氷
柱
の
オ
ブ
ジ
ェ
朝
の
光

　
　
　
　
　
　

亀
倉
千
鶴
子

箱
根
駅
伝
戻
る
沿
道
良
き
兆
し

　
　

川
上
智
恵

日
当
り
を
知
つ
て
ゐ
る
ら
し
冬
の
草

　
　
　

千
葉
征
子

淑
気
満
つ
内
浦
湾
の
波
頭

　
　
　

長
曾
我
部
弓
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員（
３
人
）に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日　
時　

①
２
月
15
日（
木
）、

②
３
月
７
日（
木
）13
時
30
分
～
15

時■
場　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

無
料
法
律
相
談
会
開
催

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

■
日　
時

３
月
14
日（
木
）13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　

象

15
歳
か
ら
49
歳
の

人
、
家
族

■
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

手
話
に
聴
く「
赤
と
ん
ぼ
」し
ん
し
ん
と
雪

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

故三橋洋子さん
■12月21日死去■79歳■遺族は福澤誠さん■入４区

故沼田洋子さん
■１月３日死去■80歳■遺族は政昭さん■泉区

故小山輝夫さん
■１月10日死去■77歳■遺族は勝美さん■虻６区

故高橋冨二夫さん
■１月９日死去■84歳■遺族はサツ子さん■虻５区

故阿部慶江さん
■１月８日死去■84歳■遺族は昭さん■かっこう台

故富樫信さん
■１月11日死去■73歳■遺族は美枝子さん■入１区

故石塚和子さん
■12月30日死去■93歳■遺族は端美和子さん■虻６区

故泰地トシさん
■１月10日死去■103歳■遺族は正紀さん■虻１区

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担　
当　

①
葛
生
翔
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士
（
ほ
ん
ま

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係（
☎
74－

3
0
0
２
）

故加藤信子さん
■１月13日死去■87歳■遺族は剛さん■泉区

孫
曾
孫
集
い
て
楽
し
二
日
か
な

　
　
　

矢
野
知
子

月
16
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

■
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
82

－

７
０
２
３　

担
当
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係（
☎
74

－

３
０
０
２
）

舎官



さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）
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肺炎は日本の死因の第５位となっています。成
人の肺炎のうち、約３割は肺炎球菌が原因と考え
られています。肺炎球菌は主に気道の分泌物に含
まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気
管支炎や肺炎、敗血症などの重い合併症を引き起
こすことがあります。

　この感染を予防するため、現在は下記の年齢の
人を対象に肺炎球菌ワクチン接種を行っています。
令和６年度より、定期接種の対象年齢が次のとお
り変更となりますので、５年度対象でまだ接種を
受けられていない人は、早めに接種を受けてくだ
さい。

　2023（令和５）年度に

65 歳となる人  昭和 33 年 4 月 2 日生～昭和 34 年 4 月 1 日生

70 歳となる人  昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生

75 歳となる人  昭和 23 年 4 月 2 日生～昭和 24 年 4 月 1 日生

80 歳となる人  昭和 18 年 4 月 2 日生～昭和 19 年 4 月 1 日生

85 歳となる人  昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生

90 歳となる人  昭和 8 年 4 月 2 日生～昭和 9 年 4 月 1 日生

95 歳となる人  昭和 3 年 4 月 2 日生～昭和 4 年 4 月 1 日生

100 歳となる人  大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 年 4 月 1 日生

高齢者肺炎球菌ワクチンの高齢者肺炎球菌ワクチンの
　　　　対象年齢が変わります　　　　対象年齢が変わります

令和６年４月から令和６年４月から

接種対象年齢

接種期間 接種費用

※過去に１度でも高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したこ
とがある人は対象外です
※令和５年度対象の人には令和５年春に個別に案内をお
送りしています
※ 60 歳から 64 歳で、心臓、腎臓または呼吸器の機能ま
たは、ヒト免疫機能に一定の障害を有する人は、令和６年
度も接種対象となります

＜令和５年度＞ ＜令和６年４月から＞

65 歳の人

令和５年度対象の人は令和５年度対象の人は
令和６年３月 31 日までにお受けください令和６年３月 31 日までにお受けください

2,400 円
（生活保護世帯、町民税非課税世帯の人は、証明書を医療
機関へ提出すると無料で接種することができます）

現在、伊達地区保護司会洞爺湖町分区の保護司として６名（洞爺湖町在住）の方が活動に尽力されています。
　保護司は、犯罪や非行をした人たちが再び罪を犯すことがないよう、その立ち直りを地域で支える活
動を行う、法務大臣から委嘱を受けたボランティアです。給与は支給されておりません。

犯罪や非行をした人たちが、社会の一員
として立ち直るためには、本人の深い反省
の意思だけではなく、地域社会の理解と協
力が必要不可欠です。受け入れられず孤立
し、再び罪を犯してしまう悪循環を作らず、
誰もが暮らしやすい社会づくりを目指して
活動されています。

知っていますか？保護司の役割知っていますか？保護司の役割

 昭和 33 年 4 月 2 日生～昭和 34 年 4 月 1 日生

 昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生

主な活動
①犯罪や非行をした人の生
活を見守りながら、社会の
中での立ち直りに向けて指
導や支援を行うことで再犯
を防ぐ活動（処遇活動）

②地域の人々に立ち直りに
ついての理解と協力を求め、
安心安全な地域づくりを行
うための活動（地域活動）



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書読

新
刊
案
内

ぎょうざがいなくなりさがしています
玉田美知子
　「ほんじつ ごご２じごろ おおばま
ち にらやまの ぎょうざが いなくなり 
さがしています。とくちょうは…」町
の放送を聞いたとしおくんはびっく
り。ぎょうざが消えた！？なにがあっ
たの？と考えをめぐらせるとしおくん
でしたが…。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■ 日　 時　 ① 2 月 12 日（月）、26 日（月）10 時 ～
11 時 30 分②２月 16 日 (金)14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
キッズタイム　英語で遊ぼう
■日　時　2 月 17 日（土）10 時～ 11 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　2 月 19 日（月）14 時 30 分～
■場　所 あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
平野杏樹さん

　
　
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
11
月

　
　
よ
り
協
力
隊
に
就
任
し
た

平
野
杏
樹
で
す
。
私
は
22
年
間

東
京
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た

が
、
３
年
前
、
洞
爺
の
佐
々
木

フ
ァ
ー
ム
で
開
催
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
「
ち
き
ゅ
う
留
学
」
の

運
営
に
関
わ
っ
て
か
ら
、
こ
の

土
地
の
大
自
然
や
温
か
い
人
々

に
惹
か
れ
、
今
は
ご
縁
が
あ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
洞
爺
に
移
住
し
て
き
て
か

ら
は
、
美
し
い
湖
や
山
々
、
満

天
の
星
空
、お
野
菜
か
ら
海
鮮
、

お
米
ま
で
地
元
で
採
れ
る
食
の

美
味
し
さ
に
毎
日
感
動
し
て
お

り
、
自
然
と
共
に
暮
ら
す
豊
か

さ
を
実
感
す
る
日
々
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
最
近
は
「
た

く
さ
ん
の
魅
力
を
持
つ
洞
爺
湖

町
を
よ
り
素
敵
な
町
に
す
る
取

り
組
み
が
し
た
い
！
」と
思
い
、

共
に
協
力
隊
を
務
め
る
４
名
と

一
緒
に
温
泉
街
で
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
準
備
に
奔
走
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
観
光
客
の

方
々
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

人
々
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う

な
空
間
も
意
識
し
て
創
っ
て
い

る
た
め
、
本
格
的
に
営
業
開
始

す
る
３
月
以
降
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま

に
お
越
し
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

皆

今月の
１冊

広報とうやこ　2024年 2月広報とうやこ　2024年 2月19

ぎょうざがいなくなりさがしています
玉田美知子
　「ほんじつ ごご２じごろ おおばま
ち にらやまの ぎょうざが いなくなり 
さがしています。とくちょうは…」町
の放送を聞いたとしおくんはびっく
り。ぎょうざが消えた！？なにがあっ
たの？と考えをめぐらせるとしおくん
でしたが…。（あぶた読書の家所蔵）

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
い
ま
こ
そ
ガ
ー

シ
ュ
ウ
ィ
ン
（
中
山
七
里
）
▽
あ

な
た
が
誰
か
を
殺
し
た
（
東
野
圭

吾
）
▽
ロ
ン
グ
・
ロ
ー
ド
（
堂
場

瞬
一
）
▽
７
７
７
ト
リ
プ
ル
セ

ブ
ン
（
伊
坂
幸
太
郎
）
▽
こ
ん
な

感
じ
で
書
い
て
ま
す（
群
よ
う
こ
）

▽
ヒ
ロ
イ
ン
（
桜
木
紫
乃
）
▽
神

の
呪
わ
れ
た
子
池
袋
ウ
エ
ス
ト

ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
Ｘ
Ｉ
Ｘ
（
石
田
衣

良
）
▽
存
在
の
す
べ
て
を
（
塩
田

武
士
）
▽
サ
ド
ン
デ
ス
（
相
場
英

雄
）
▽
黒
い
糸
（
染
井
為
人
）
▽

か
ら
さ
ん
の
家
ま
ひ
ろ
の
章（
小

路
幸
也
）

<

児
童
書＞

▽
水
は
ど
こ
か
ら

や
っ
て
く
る
？
水
を
育
て
る
菌
と

土
と
森
（
浜
田
久
美
子
）
▽
20
ぴ

き
の
お
し
ょ
う
が
つ
（
た
し
ろ
ち

さ
と
）
▽
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ご
め

ん
な
さ
い
（
な
か
や
み
わ
）
▽
あ

け
る
（
は
ら
ぺ
こ
め
が
ね
）
▽
お

だ
ん
ご
ダ
イ
ブ
（
大
塚
健
太
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ア
ン
と
幸
福
（
坂

本
司
）▽
星
を
編
む（
凪
良
ゆ
う
）

▽
エ
ポ
エ
ポ
ア
ヤ
ポ
ア
イ
ヌ
文

学
読
本
（
ト
ッ
カ
リ
）
▽
マ
リ
ス

ア
ン
グ
ル
（
誉
田
哲
也
）
▽
毎
日

お
に
ぎ
り
３
６
５
日
（
日
々
お
に

ぎ
り
／
ゆ
こ
）▽
７
７
７
ト
リ
プ

ル
セ
ブ
ン
（
伊
坂
幸
太
郎
）
▽
ヒ

ロ
イ
ン
（
桜
木
紫
乃
）

＜
児
童
書＞

▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん

だ
ん
お
す
し
や
さ
ん（
工
藤
ノ
リ

コ
）▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
そ
ら

を
と
ぶ
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽
ノ
ラ

ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ア
イ
ス
の
く
に

（
工
藤
ノ
リ
コ
）▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う

と
な
ぞ
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
（
柴
田

ケ
イ
コ
）
▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
お
に

ぎ
り
ぼ
う
や
の
た
び
だ
ち
（
柴
田

ケ
イ
コ
）

vol.69

から家書読 の



20

洞
爺
湖
消
防
出
初
式

消
防
だ
よ
り
119119

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

１

統
一
標
語

 『
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』

広報とうやこ　2024年２月広報とうやこ　2024年２月

　
　
月
５
日
（
金
）
洞
爺
湖
文
化

　
　
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
洞
爺

湖
消
防
出
初
式
（
西
胆
振
行
政
事

務
組
合
洞
爺
湖
消
防
団
・
洞
爺
湖

支
署
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

屋
外
に
て
観
閲
式
を
行
っ
た
後
、

屋
内
式
典
で
は
永
年
に
わ
た
っ
て

消
防
団
活
動
に
功
績
を
重
ね
た
団

員
に
、
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
火
気
の
使
用
に
は
十

分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
一

年
、
安
心
・
安
全
そ
し
て
無
火
災

の
洞
爺
湖
町
と
な
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
洞
爺
湖
消
防
出
初
式

の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
永
年
勤
労
章

班
長　
伊
東
重
一
（
第
１
分
団
）

団
員　
三
島
基
幸
（
第
１
分
団
）

団
員　
内
海
雅
仁
（
第
１
分
団
）

■
勤
労
章

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　
志
賀
拓
郎
（
第
３
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
特
別
功
績
章

班
長　
秋
山
裕
司
（
第
１
分
団
）

■
功
績
章

分
団
長　
秋
田
奈
樹
佐（
女
性
分
団
）

■
20
年
勤
続
章

団
員　
廣
島
光
敏
（
第
３
分
団
）

■
10
年
勤
続
章

団
員　
廣
瀬
聖
吾
（
第
１
分
団
）

団
員　
浅
利
弘
樹
（
第
３
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
20
年
勤
続
賞

団
員　
廣
島
光
敏
（
第
３
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

■
20
年
勤
続
感
謝
状

団
員　
廣
島
光
敏
（
第
３
分
団
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
、
救
命
講
習
を
受

講
し
て
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

講
習
修
了
者
に
は
『
修
了
証
』

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
受

講
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、
救
命

技
能
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
維
持
向

上
さ
せ
る
た
め
、
再
度
受
講
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
２
月
10
日
（
土
）
13
時

～
16
時
（
３
時
間
）

■
会
場　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
会
議
室

（
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
）

■
申
込
先　

☎
76

－

２
１
１
９

（
洞
爺
湖
支
署
警
防
救
急
係
）

■
定
員　
10
名
※
定
員
に
な
り
次

第
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。講
習
会
の
受
講
は
無
料
で
す
。

安全を祈願した消防出初式安全を祈願した消防出初式

団員の功績をたたえた表彰式団員の功績をたたえた表彰式

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
消
防
車
が
火
災
出
動
し
た

場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は【
災
害
案
内：

０
１
４
２

－

23

－

７
１
７
１
】

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

　
救
命
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手

当
な
ど
、
初
め
て
講
習
を
受
け
る

方
で
も
分
か
り
や
す
い
講
習
内
容

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
報
知
機
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の
た
め

の
公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
開

設
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ

メ
ン
ト
の
応
答
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
上
か
ら
の
緊
急
通
報
や
出
動

要
請
は
一
切
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

nfd119.sakura.ne.jp/index.
htm

l

）

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

無
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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デ
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セ
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タ
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な
ろ

　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

広報とうやこ　2024年２月広報とうやこ　2024年２月21

　
　
月
23
日
に
あ
ぶ
た
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
恒
例

の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
思
い
出
に
残
る
内
容
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
会
場
の
準
備
や
司
会
な
ど
、
利

用
者
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
や

テ
ー
ブ
ル
の
装
飾
な
ど
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
会
場
作
り
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
到
着
す
る

と
、
お
出
迎
え
か
ら
テ
ー
ブ
ル
席

ま
で
の
案
内
も
行
っ
て
い
ま
し

た
。
司
会
進
行
も
利
用
者
が
行
っ

て
お
り
、
自
分
で
考
え
て
司
会
を

し
て
い
ま
し
た
。
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
代
表
の
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た

変
装
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。毎
年
、

内
容
を
変
え
て
進
行
し
て
く
れ
る

の
で
職
員
の
楽
し
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

食
事
は
洋
食
が
中
心
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
は
レ
ー
ク
ヒ

ル
・
フ
ァ
ー
ム
の
ク
リ
ス
マ
ス
用

に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
ア
イ

ス
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
や
ツ
リ
ー
な
ど
の
飾

り
付
け
が
可
愛
ら
し
く
、
と
て
も

美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
に
は
あ
す
な
ろ
製
パ
ン
で

作
っ
て
い
る
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
を
大

き
く
カ
ッ
ト
し
た
物
を
食
べ
ま
し

た
。

　
次
に
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
カ
ー

ド
と
番
号
を
真
剣
に
見
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
う
ち
は
、
リ
ー
チ
を

ビ
ン
ゴ
と
間
違
え
る
な
ど
、
気
持

ち
が
焦
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
人
に
は

拍
手
を
送
り
、
な
ら
な
く
て
も
笑

い
合
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

１
位
で
ビ
ン
ゴ
し
た
人
は
大
き
な

袋
に
入
っ
た
景
品
を
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
２
位
か
ら
ビ
ン
ゴ
し
た

人
も
た
く
さ
ん
の
景
品
か
ら
好
き

な
物
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
最
後
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮

し
た
職
員
が
、
利
用
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
し
て
回
り
ま
し
た
。
欲

し
か
っ
た
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
と
、
み
な
さ
ん
は
笑
顔
で
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
恒
例
の
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

笑
顔
で
参
加
さ
れ
て
お
り
、
楽
し

い
気
持
ち
に
な
る
と
、
周
り
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
う
ま
く

い
く
よ
う
だ
と
毎
年
感
じ
て
お
り

ま
す
。行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
を
知
る
機
会
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
。

い
ち
ば
ん
ぼ
し
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
23
日
に
伊
達
市
の
ホ
テ
ル

ロ
ー
ヤ
ル
に
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
来

の
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
バ
ス
の
中
で
は
笑
顔
が

多
く
見
ら
れ
「
ど
ん
な
料
理
が
出

る
の
か
」、「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は

ど
の
よ
う
な
景
品
が
あ
る
の
か
」

と
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
移
動
時
間

も
短
く
感
じ
ま
し
た
。

　

会
場
に
着
き
会
が
始
ま
る
と
、

料
理
が
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
運

ば
れ
て
す
ぐ
に
食
べ
始
め
る
テ
ー

ブ
ル
や
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
色
々

な
料
理
を
並
べ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル

な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
料
理
を
食
べ
終
わ
る
と
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
の
開
始
で
す
。
今
回
の
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
は
手
作
り
で
、
数
字

で
は
な
く
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
係
す

る
イ
ラ
ス
ト
を
印
刷
し
て
、
イ
ラ

ス
ト
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
い
つ
も
と
は
違
う
カ
ー
ド
の

た
め
、
イ
ラ
ス
ト
を
探
す
の
に
周

り
の
人
と
確
認
し
合
い
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
サ
ン

タ
に
変
装
し
た
職
員
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

て
す
ぐ
中
身
を
確
認
す
る
人
や

「
帰
っ
て
か
ら
確
認
す
る
」と
言
っ

て
カ
バ
ン
に
し
ま
う
人
な
ど
が
い

て
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ホ
テ
ル
で
開

催
で
き
な
か
っ
た
分
、
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
っ
て
う
れ
し
さ
も
倍

増
し
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

色
々
な
場
所
に
行
き
、
気
分
転
換

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

食事を楽しむ利用者食事を楽しむ利用者

12
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世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
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Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

22広報とうやこ　2024年 2月広報とうやこ　2024年 2月

　洞爺湖有珠山ジオパークでは、火山や噴火の仕組みについて、理解の手助けになるよう、さまざまな実洞爺湖有珠山ジオパークでは、火山や噴火の仕組みについて、理解の手助けになるよう、さまざまな実
験道具を使っています。験道具を使っています。
　子ども向けのイベントや学習会で使うことが多く、特に自分で動かして実験するメニューが人気で　子ども向けのイベントや学習会で使うことが多く、特に自分で動かして実験するメニューが人気で
す。ここではその一部を紹介します。す。ここではその一部を紹介します。

みんなおいでよ！みんなおいでよ！
　  北海道のジオパーク展2024　  北海道のジオパーク展2024

開催の開催の
お知らせお知らせ

開催日時：３月９日（土）10：00～16：00：３月９日（土）10：00～16：00
　　　　　　  10日（日）10：00～15：00
会　　場：イオンモール札幌発寒店：イオンモール札幌発寒店
　　　　　（札幌市西区発寒８条12丁目）１階すずらん広場
主　　催：北海道：北海道
共　　催：道内各ジオパーク推進協議会：道内各ジオパーク推進協議会

　北海道にあるジオパーク地域（洞爺湖有珠山、アポイ岳、白滝、
三笠、とかち鹿追、十勝岳）が、それぞれの大地の特徴を生かした
子ども向け体験ブースを出展します。子ども向け体験ブースを出展します。
　お近くに来られた際は、ぜひお立ち寄りください。　お近くに来られた際は、ぜひお立ち寄りください。

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（☎ 82-3663）　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（☎ 82-3663）

火山や噴火の仕組みを学ぶ！実験いろいろ火山や噴火の仕組みを学ぶ！実験いろいろ

前回は「石標本づくり」や「レプリカ製作」
などが催されました。　などが催されました。　
今年の体験メニューもお楽しみに！今年の体験メニューもお楽しみに！

開催日時
　　　　　　  10日（日）10：00～15：00
会　　場会　　場
　　　　　（札幌市西区発寒８条12丁目）１階すずらん広場
主　　催主　　催
共　　催共　　催

　北海道にあるジオパーク地域（洞爺湖有珠山、アポイ岳、白滝、
三笠、とかち鹿追、十勝岳）が、それぞれの大地の特徴を生かした三笠、とかち鹿追、十勝岳）が、それぞれの大地の特徴を生かした前回は「石標本づくり」や「レプリカ製作」前回は「石標本づくり」や「レプリカ製作」

　これまで有珠山が起こしてきた噴火の４タイプを、空気　これまで有珠山が起こしてきた噴火の４タイプを、空気
入れを使って再現します。入れを使って再現します。
　「溶岩流」「プリニー式噴火」「溶岩ドーム」「水蒸気爆発」、　「溶岩流」「プリニー式噴火」「溶岩ドーム」「水蒸気爆発」、
どの噴火が起こるかは空気入れを押してみるまでわかりまどの噴火が起こるかは空気入れを押してみるまでわかりま
せん。せん。

噴火実験噴火実験

　小麦粉に水を加えてドロドロにし、袋に入れます。紙皿に　小麦粉に水を加えてドロドロにし、袋に入れます。紙皿に
穴をあけ、袋の口を通してテープで止め、皿の上にきな粉を穴をあけ、袋の口を通してテープで止め、皿の上にきな粉を
厚めにかけます。紙皿の下で小麦粉入りの袋をぎゅっと握厚めにかけます。紙皿の下で小麦粉入りの袋をぎゅっと握
ると、マグマが大地を割って盛り上がり、溶岩ドームを作るると、マグマが大地を割って盛り上がり、溶岩ドームを作る
様子が再現できます。様子が再現できます。

溶岩ドームと大地の変化



時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

広報とうやこ　2024年２月広報とうやこ　2024年２月23

財田でお宝探し
館内を探しながら謎解きをして、宝箱を探します。宝

箱には、財田米やお菓子などを入れます。大人、子ども
それぞれ問題を用意しています。
■日　時 ３月３日（日）10 時～ 11 時 30 分
申込締切日は３月２日（土）17 時までとなっています。
■場　所 洞爺財田自然体験ハウス
■対　象 小学生（未就学児は保護者同伴）
■定　員 ３組まで（申込み順）
■参加費 １組 500 円
■服装・持ち物 暖かい服装、タオル、飲み物など
■申込先・問合せ 洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-
5999）担当：黒田

2 月 15 日 ( 木 ) 無料法律相談会

17 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

18 日 ( 日 )
とうや冬まつり
時  10:00 ～
所  とうや水の駅ふれあい広場

20 日 ( 火 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

21 日 ( 水 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

22 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

26 日 ( 月 )
「ひじり在宅クリニック」健康教室

時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

27 日 ( 火 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

28 日 ( 水 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

29 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

3 月 1 日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

3 日 ( 日 ) 財田でお宝探し

5 日 ( 火 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

6 日 ( 水 )

献血
所  虻田地区
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

7 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）
幼児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
コグニの集い
時  13:30 ～ 14:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

8 日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

10 日 ( 日 ) ふれ合う心の文化広場

11 日 ( 月 )

「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）
フッ素塗布
時  13:00 ～ 15:00
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

12 日 ( 火 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

13 日 ( 水 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

14 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所  地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15 日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

16 日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

19 日 ( 火 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 11:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

ｐ 17詳

ｐ 17詳

ｐ 17詳

ｐ 17詳

ｐ 16詳

ピックアップイベント詳
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東奔西走
島有紀子監督が手がけた２本の映画の上映会が行われま
した。作品のテーマも雰囲気も異なる両作ですが、印象

的なシーンではどちらも洞爺湖が美しく切り取られており、
湖の懐の深さを感じました。（Ｄ . Ｙ）

日、買い物に出かけた帰り道でふと空を見上げると、薄
くオレンジ色に染まっていました。時刻は16時を過ぎて

いて、日が長くなってきていることを感じたと同時に、これ
から暖かくなるのだなと、春が待ち遠しくなりました。（Y. Ａ）

三

しあわせのパン上映会しあわせのパン上映会
先

ワンショット今月の

昨
年
11
月
か
ら
新
た
に
「
と

う
や
湖
観
光
大
使
」
と
し

て
活
動
す
る
「
ｕ
ｅ
ｒ
ｕ
」
の
始

ま
り
は
20
年
以
上
前
に
あ
り
ま
し

た
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
歌
手
に
憧
れ
て

い
た
藤
河
さ
ん
。
18
歳
の
時
に
あ

る
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
歌
の
勉
強
に

励
む
た
め
に
上
京
す
る
直
前
、
一

通
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。
送
り
主

は
か
つ
て
入
賞
し
た
コ
ン
テ
ス
ト

の
主
催
企
業
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
て
い
た
籠
嶋
さ
ん
で
あ

スポットライト

Spotlight

り
「
デ
モ
テ
ー
プ
を
送
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
上
京
後
も
評
価
し
て
も
ら

え
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
度
々
手

紙
を
読
み
返
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
０
年
頃
、
い
つ
ま
で
も
昔

の
栄
光
に
す
が
っ
て
は
い
け
な
い

と
、
断
捨
離
を
し
た
際
に
手
紙
も

手
放
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
知
人
を
き
っ
か
け
に

籠
嶋
さ
ん
の
存
在
を
思
い
出
し
、

洞
爺
湖
（
壮
瞥
町
）
で
活
動
し
て

い
た
籠
嶋
さ
ん
へ
「
一
緒
に
演
奏

し
て
み
た
い
」
と
メ
ー
ル
を
送

信
。
そ
し
て
「
20
年
越
し
の
初
め

ま
し
て
」
が
叶
い
ま
し
た
。

22
年
10
月
に
ｕ
ｅ
ｒ
ｕ
を
結

成
。
湖
畔
に
建
て
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

音
楽
研
究
所
」
を
拠
点
と
し
て
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
23
年

11
月
に
初
ア
ル
バ
ム
「
ｏ
ａ
ｒ

（
オ
ー
ル
）」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
が
オ
ー
ル（
櫂
）

に
な
っ
て
音
楽
に
誘
い
た
い
」
と

願
い
が
込
め
ら
れ
た
一
枚
に
は
、

洞
爺
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
楽
曲
な

ど
全
11
曲
を
収
録
。
湖
の
美
し
さ

だ
け
で
は
な
く
、
馴
染
み
の
居
酒

屋
な
ど
町
で
暮
ら
す
人
々
の
姿
も

歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
町
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
た
い
と
観

光
大
使
に
就
任
し
、
ラ
イ
ブ
活
動

な
ど
も
展
開
中
。
念
願
が
叶
っ
た

藤
河
さ
ん
は
「
歌
と
ギ
タ
ー
だ
け

の
シ
ン
プ
ル
な
音
楽
な
の
で
、
一

音
ご
と
の
美
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま

す
。
籠
嶋
さ
ん
は
「
自
然
の
き
れ

い
な
場
所
で
暮
ら
す
こ
と
に
憧
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
作
る
曲

で
も
洞
爺
湖
の
良
さ
を
広
め
た
い

で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

「
ｏ
ａ
ｒ
」
は
と
う
や
水
の
駅
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

profi le
籠嶋学（写真右）　昭和54年９月
23日生まれ。函館市出身。壮瞥
町在住。趣味は料理。
藤河ちあき（同左）　昭和58年10
月５日生まれ。伊達市出身。虻
田地区在住。趣味は温泉巡り。

とうや湖観光大使 

ueru

湖
畔
で
奏
で
る
音
楽
に

人
と
自
然
の
姿
を
乗
せ
て

ウ　エ　ル音楽ユニット


